
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：東大阪市総合交通戦略策定に向けた検討業務 

 

 

 

 ２ 調査主体：東大阪市 

 

 

 ３ 調査圏域：東大阪市街地 

 

 

 ４ 調査期間：平成２９年８月２９日から平成３０年３月２９日 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市において公共交通の基幹軸となる鉄道路線については、現在、JR学研都市
線、JRおおさか東線、大阪市営地下鉄中央線、近鉄奈良線、近鉄大阪線、近鉄け
いはんな線が運行しており、近鉄奈良線については、連続立体交差化事業を実施

中であり、それに伴った周辺整備（都市計画道路、駅前広場等）が進められてい

る。また、大阪モノレールについては、平成 31年度以降に事業着手が予定されて
おり、本市の公共交通網が更に充実する見込みである。 
一方で高齢化と人口減少が進展すれば、公共交通に対する需要が変化し、利用

者の確保が困難になることから、公共交通サービスの低下が予測される。このよ

うな公共交通サービスの低下は更なる公共交通利用者の減少、自動車交通への転

換へとつながり、都市交通の課題を拡大させるほか、市内定住へのマイナス要素

となり都市の発展を妨げることとなる。 
そこで、本業務は、本市における都市交通の現状を把握し課題を整理した上で、

都市交通の将来像を明確にし、総合的かつ戦略的な交通施策を展開するべく、総

合交通戦略策定に向けた検討を目的に実施するものである。 
 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称  

    東大阪市総合交通戦略策定に向けた検討業務 
 

 

 ２ 報告書目次 

   

1. 業務の概要 

1-1 業務の目的 

1-2 業務概要 

1-3 業務フロー 

 

2. 計画準備 

 

3. 現況把握 

3-1 市の概況 

3-2 本市の交通状況 

3-3 現況把握のまとめ 

3-4 住民アンケート調査 

 

4. 課題整理 

 

5. 会議等の補助 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

東大阪市 

 

 

東大阪市総合交通戦略検討協議会 

（会長：近畿大学 教授 冨田安夫） 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

 

学識経験者 
近畿大学 経営学部 教授 髙橋 愛典 

近畿大学 理工学部 社会環境工学科 教授 冨田 安夫 

交通事業者 

一般社団法人 大阪タクシー協会 東亜交通株式会社 代表取締役 

大阪市交通局 経営管理本部 経営管理部 経営企画課長 

大阪バス株式会社 代表取締役 

近畿日本鉄道株式会社 総合企画本部 計画部 課長 

近鉄バス株式会社 営業部 乗合営業課長 

西日本旅客鉄道株式会社 大阪支社 総務企画課長 

交通管理者 

大阪府河内警察署 交通課長 

大阪府枚岡警察署 交通課長 

大阪府布施警察署 交通課長 

市民団体等 

一般社団法人 河内医師会 理事 

週刊ひがしおおさか 代表 

東大阪市小売商業団体連合会長 

東大阪市自治協議会 まちづくり部会長 

行政関係者 

大阪府 都市整備部 交通道路室 道路整備課 参事 

大阪府 八尾土木事務所 地域支援・企画課長 

国土交通省 近畿運輸局 大阪運輸支局 総務企画部門 首席運輸企画専門官 

国土交通省 近畿運輸局 大阪運輸支局 輸送部門 首席運輸企画専門官 

国土交通省 近畿地方整備局 建政部 都市整備課長 

東大阪市 副市長 

東大阪市 建設局長 

東大阪市 建設局 副技監 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

  今後の少子高齢化社会を見据え、本市における都市交通の現状を把握し課題を

整理した上で、都市交通の将来像を明確にし、総合的かつ戦略的な交通施策を展

開するべく、総合交通戦略策定に向けた検討を目的とする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

  

1 計画準備 

(2)本市の交通状況 

2 現況把握 

(1)市の概況 

3 課題整理 

４ 

会
議
等
の
補
助 

(3)住民アンケート調査 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

 


